











　In order to understand dynamic capability theory, which is one of the very important business 
concepts in the era of the fourth industrial revolution, this study builds a relatively complete 
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literature. The first situation is to clarify four different types of abilities formed by the four 
classes corresponding to the three elements of capability. The second situation is to clarify type 
of strong dynamic capabilities that are needed in the era of the fourth industrial revolution and 
the three micro-capabilities that it plays in practice, which are the continuous, creative and 
transformational capabilities of the enterprise. This study wishes to emphasize two points. First, 
these three capabilities must be used in conjunction to be most effective. Second, the strong 
dynamic capabilities of the enterprise in the era of the fourth industrial revolution are based 
on its strong operational capabilities （core capability） and weak dynamic capabilities （smart 
capability）, and they are indispensable. If the emphasis is only on developing the capability of a 
company to respond to changes in the environment, without core capability or core business as 
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理論は、戦略経営論における最も核心的、難解な課題の一つと言っても過言ではない（Zahra et al., 
2006: 918; Wang & Ahmed, 2007: 31; Helfat & Peteraf, 2009: 91; Breznik & Hisrich, 2014: 370）。
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実際に Prahalad & Hamel（1990）によって提唱された「コア・コンピタンス論」から発展されてきた。
コア・コンピタンスとは、他社には模倣できない自社ならの価値を提供し、顧客に特定の利益をもた
らす、企業内の集団的な学習、様々な生産技術を調整する方法、複数の技術の流れを統合する中核的













（Teece, 邦訳、2013：xv）。Morant 等（2018）によれば、Teece, Pisano, Shuen 三人の論文はほぼ5164
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は、そのオペレーショナル・ケイパビリティを操作するための高次ケイパビリティとして





























































et al., 邦訳、2010：７- ８）27。
　第四に、「意図的」という言葉は、特殊な意味を持っている。意図性は、機械的な組織活動、
偶然や運と区別する特性となる。それと計画されたわけではないにせよ何らかの目的を暗










でもなければ、他のいかなるタイプのケイパビリティでもない（Helfat et al., 邦訳、2010：８）。
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を変更する傾向によって形成される問題を体系的に解決する「潜在的なケイパビリティ






する（Mikalef et al., 2017: １、8-9）30。その後、Shamim 等（2019）は、ビッグデータ意思
決定ケイパビリティに影響を及ぼす要素は、ビッグデータに焦点を当てたリーダーシップ、
ビッグデータの人材管理、ビッグデータのテクノロジー、ビッグデータの組織文化の四つ
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31 プロセスは、また企業のルーティンとも呼ばれる。例えば、Zollo & Winter（2002）によれば、ルーティ
ンは、企業内部または外部の多様な刺激に対する組織特有の反応であり、安定的な行動パターンであ
























イパビリティである（Eisenhardt & Martin, 2000: 1107-1108）。
33 例えば、経営者が複製および仲介のためのルーティンを含む転送プロセスは、企業内で資源、特に知















なプロセスであり、持続することが難しいと主張する（Eisenhardt & Martin, 2000: 1106）。
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明示的、意図的、議論、ツールや書類の作成である（Zollo & Winter, 2002: 340-341, 344-346）。
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るケイパビリティである（Wang & Ahmed, 2007: 35, 37-39）45。
　③感知、学習、統合、協調のケイパビリティとプロセス
　Pavlou & EL Sawy（2011）によれば、ダイナミック・ケイパビリティは、「測定可能
なモデルであり、既存のオペレーショナル・ケイパビリティを環境に適した新しいケイパ
ビリティを再配置するために、一連の感知、学習、統合、協調のケイパビリティとプロセ
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の要素と呼ばれる（Wang & Ahmed, 2007: 35-36）。
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か、Wang & Ahmed（2007）と Pavlou & EL Sawy（2011）は、この点について異なる
見解を示している。例えば、Wang & Ahmed（2007）は、ダイナミック・ケイパビリティを、
コア・ケイパビリティをアップグレード、再配置するケイパビリティと主張する（Wang & 
Ahmed, 2007: 35-36）。他方、Pavlou & EL Sawy（2011）は、ダイナミック・ケイパビリティ
を、オペレーショナル・ケイパビリティを再配置するケイパビリティと主張する（Pavlou & 











である（Pavlou & EL Sawy, 2011: 243-246）。







戦略的意思決定と企業の変革を実行、調整するケイパビリティである（Li & Liu, 2014: 2794-2795）。
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には、ダイナミック・ケイパビリティは様々なミクロ的ケイパビリティとそれぞれに対応
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　Adner & Helfat（2003）、Kor & Mesko（2012）は、ダイナミック・ケイパビリティを「企
49 具体的に、３つのディメンションに組み込んだ８つのケイパビリティは、創造、統合、再配置、複製、
発展、同化、合成、模倣のケイパビリティである。一つ目の創造ケイパビリティは、内部調達、探索、
























































戦略的決定や結果につながる可能性がある（Adner & Helfat, 2003: 1020-1022）。
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　The purpose of this research is to clarify the abductive analysis （Timmermans & Tavory, 
2012）, which is based on Peirce’s concept “abduction”. To explain this qualitative method, 
which is attracted recently, we divided it into three sections: the problem of grounded theory 
approach and the position of abductive analysis, the component of abductive analysis. and the 
practice of abductive analysis. As a result, we proposed two contributions. First, abductive 
analysis helps to link methodology and practice in qualitative research. Second, we can apply 
abductive analysis to review papers. Finally, we discussed two limitations in Timmermans and 
Tavory （2012）.
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